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　町を流れる阿武隈川に架かり、「モダン
橋」の愛称で長年親しまれてきた丸森橋
が、令和４年度に選奨土木遺産認定され
ました。
　それを記念し、橋脚をモチーフに町の
「伊

だ

達
て

冠
かんむり

石
い し

」を使用した記念碑を令和６
年３月に設置しました。
　記念碑と共に、新緑の中に赤く映える
モダン橋へ是非お立ち寄りください。

写真・文　提供／丸森町

町村会のうごき

共済事業アレコレ

町村通信21〜七ヶ宿町〜
「小さくても持続可能なまちづくり」を目指して

M I Y A G I

宮城町村会だより
2024

4-5



令和６年度一般会計
歳入歳出予算

歳入
156,380
（千円） 

歳出
156,380
（千円） 

会費
6,081

会議費
454

諸収入
1,158

財産収入
1,200 

交付金
7,537

交担金
及び負担金
28,066

総務費
69,840

積立金
6,200
積立金
6,200

予備費
1,450

繰越金
10,000

諸支出金
43,207

繰入金
59,131

事業費
78,436

宮城県町村会のうごき
　
令
和
６
年
度
宮
城
県
町
村
会
事
業
計
画

　
　

　

町
村
で
は
、
国
際
化
、
情
報
化
、
少

子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
社
会
を

迎
え
、
様
々
な
重
要
課
題
が
山
積
し
て

い
る
中
、
国
・
県
と
一
体
と
な
っ
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
後

の
地
域
社
会
・
経
済
の
活
性
化
と
安
全

安
心
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の「
第
２
期
復

興
・
創
生
期
間
」に
お
け
る
復
興
完
遂
に

向
け
た
総
仕
上
げ
の
た
め
の
施
策
展
開

や
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
被
害
、
令

和
４
年
７
月
豪
雨
被
害
か
ら
の
復
興
に

向
け
て
総
力
を
挙
げ
て
対
応
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
町
村
は
物
価
高
騰
対
策
や

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
加
速
化
、
子
ど
も
・
子

育
て
施
策
等
の
推
進
に
つ
い
て
も
、
国
・

県
の
支
援
を
得
な
が
ら
、
積
極
的
に
対

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
会
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
町
村
行
政
の
円
滑

な
運
営
と
町
村
自
治
の
振
興
・
発
展
を

図
る
た
め
、
全
国
町
村
会
及
び
各
関
係

団
体
と
連
携
し
、
政
務
活
動
、
自
治
振

興
事
業
及
び
各
種
災
害
共
済
事
業
等
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

〈
会
議
〉

　

会
務
運
営
の
た
め
、
町
村
長
会
議
、

正
副
会
長
会
議
及
び
監
事
会
を
開
催
す

る
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
町
村
長
課
長

会
議
を
開
催
す
る
。

〈
政
務
調
査
活
動
〉

　

町
村
共
通
の
行
財
政
課
題
の
解
決
に

向
け
、
政
務
委
員
会
並
び
に
同
幹
事
会

を
開
催
し
、
調
査
研
究
活
動
を
行
う
と

と
も
に
、
宮
城
県
関
係
国
会
議
員
、
政

府
関
係
省
庁
、
宮
城
県
知
事
及
び
宮
城

県
議
会
議
長
へ
の
要
請
活
動
、
本
県
国

会
議
員
や
宮
城
県
知
事
、
宮
城
県
議
会

議
長
、
宮
城
県
各
部
局
長
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
す
る
。

〈
情
報
活
動
〉

　

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
並
び
に
隔
月
で

発
行
す
る
宮
城
町
村
会
だ
よ
り
に
よ
り
、

本
会
の
活
動
状
況
を
内
外
に
発
信
す
る
。

ま
た
、「
宮
城
県
町
村
会
紹
介
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
」を
作
成
し
、
宮
城
県
町
村
会
の
事

業
内
容
を
紹
介
し
協
力
を
要
請
す
る
た

め
、
町
村
等
の
新
規
採
用
職
員
に
配
布

す
る
。

〈
研
修
事
業
〉

　

町
村
の
地
方
自
治
の
発
展
と
地
域
振

興
に
資
す
る
た
め
、
次
の
研
修
を
実
施

す
る
。

①
町
村
長
研
修

②
副
町
村
長
研
修

③
行
政
課
題
研
修

④
移
動
研
修〔
ま
ち
づ
く
り
研
修
〕

⑤
新
規
採
用
職
員
研
修

　

ま
た
、
研
修
派
遣
事
業
、
町
村
職
員

研
修
受
講
助
成
事
業
を
実
施
す
る
。

〈
自
治
振
興
対
策
事
業
〉

　

町
村
の
自
治
振
興
を
支
援
す
る
た
め
、

次
の
事
業
を
行
う
。

①
市
町
村
職
員
採
用
試
験

②
法
令
外
負
担
金
適
正
化
措
置

③
自
治
功
労
者
表
彰

④
町
村
行
政
法
律
相
談

⑤
町
村
税
務
課
長
代
表
者
会
議

⑥
町
村
広
告
掲
出
支
援
事
業
及
び
ポ
ス

タ
ー
広
告
等
町
村
Ｐ
Ｒ
事
業

⑦
町
村
地
域
活
性
化
促
進
等
助
成
金
交

付
事
業

⑧
宮
城
の
21
町
村
地
元
応
援
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
事
業

〈
災
害
共
済
事
業
〉

　

町
村
の
財
産
保
全
と
財
政
の
安
定
並

び
に
町
村
職
員
に
対
す
る
福
利
厚
生
と

生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
不
慮
の
災

害
に
対
し
相
互
救
済
を
目
的
と
し
た
次

の
共
済
事
業
を
実
施
す
る
。

①（
一
財
）全
国
自
治
協
会
建
物
災
害
共

済
事
業
・
自
動
車
損
害
共
済
事
業

②
全
国
町
村
等
職
員
団
体
生
命
共
済（
弔

慰
金
）事
業

③
全
国
町
村
会
総
合
賠
償
補
償
保
険
事
業

④
全
国
町
村
会
災
害
対
策
費
用
保
険
事
業

⑤
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
火
災

共
済
事
業
・
自
動
車
共
済
事
業
・
特
定

疾
病
保
険
制
度
・
生
活
総
合
保
険
制
度

⑥
全
国
町
村
等
職
員
任
意
共
済
保
険
事
業

⑦
全
国
町
村
等
職
員
個
人
年
金
共
済
事
業

⑧（
一
財
）全
国
自
治
協
会
消
防
設
備
資

金
融
資
事
業

⑨
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
事
業

⑩
自
治
体
委
託
業
務
等
災
害
補
償
保
険

事
業

基
本
方
針
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新
規
採
用
職
員
研
修

　

令
和
６
年
度
新
規
採
用
の
職
員
を
対
象

に
開
催

　

県
町
村
会
は
、
４
月
18
日
か
ら
４
月
26

日
の
期
間
で
、
県
自
治
会
館
を
会
場
に
令

和
６
年
度
新
規
採
用
職
員
研
修
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

研
修
は
、
４
月
か
ら
新
規
採
用
さ
れ
た

町
村
職
員
を
対
象
に
、
地
域
ご
と
に
３
つ

の
班
に
分
け
た
う
え
で
、
各
班
２
日
間
の

日
程
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、「
地
方
自
治
と
は
」・「
予
算

の
仕
組
み
」・「
文
書
の
取
扱
い
」の
各
科
目

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
町
村
職
員
が
講
師

を
務
め
ま
し
た
。
ご
自
身
の
経
験
を
交
え

な
が
ら
、
公
務
員
と
し
て
の
心
構
え
や
、

法
律
や
予
算
の
知
識
、
文
書
作
成
の
イ
ロ

ハ
な
ど
を
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
接
遇
」「
仕
事
の
進
め
方
」

に
つ
い
て
、
企
業
講
師
に
よ
る
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
社
会
人
と
し
て
の
礼
儀
・
作

法
や
、
失
礼
の
な
い
電
話
対
応
や
名
刺
交

換
の
仕
方
な
ど
、
数
名
ず
つ
チ
ー
ム
を
組

み
な
が
ら
、
実
務
形
式
で
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
県
内
の
町
村
・
一
部

事
務
組
合
等
か
ら
、
あ
わ
せ
て
１
７
１
名

が
受
講
し
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
感
も
あ

り
ま
し
た
が
、
次
第
に
町
村
職
員
同
士
の

交
流
も
広
が
り
、
非
常
に
充
実
し
た
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

講
師
一
覧

［
地
方
自
治
と
は
］

１
班
：
川
崎
町
上
下
水
道
課
主
査　髙橋　

孝
仁　
　

２
班
：
大
衡
村
税
務
課
主
任　

沼
田　

裕
紀　
　

３
班
：
涌
谷
町
総
務
課
副
参
事

　

宮　

ま
ど
か　

　

［
予
算
の
し
く
み
］

１
班
：
大
河
原
町
企
画
財
政
課
財
政
係
長　

石
河　

千
宙

２
班
：
大
和
町
財
政
課
係
長　

佐
藤　
　

隆　
　

３
班
：
加
美
町
企
画
財
政
課
主
査　藤原　

　

聡

［
文
書
の
取
扱
い
］

１
班
：
蔵
王
町
総
務
課
文
書
係
長

　

山
家　

裕
貴

２
班
：
利
府
町
総
務
部
総
務
課
主
査　

渡
邊　

弘
嗣

３
班
：
色
麻
町
総
務
課
総
務
係
長　早

坂　

久
延

　

研
修
生
の
感
想

・
他
自
治
体
の
方
々
と
学
び
、
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

・
普
段
使
い
な
れ
な
い
言
葉
遣
い
や
電
話

対
応
の
練
習
が
で
き
た
こ
と
は
、
今
後

へ
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。
今
回
の
研

修
内
容
を
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
職
員
と

し
て
勤
め
て
い
き
た
い
。

 

宮
城
県
町
村
会
組
織
改
編
の
お
知
ら
せ

　

本
会
で
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
付
け

で
、
組
織
改
編
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
総
務
課
お
よ
び
事
業
推
進
課

の
二
課
体
制
で
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
新
た
に
総
務
・
事
業
課
の
一
課

体
制
に
変
更
し
、
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

各
連
絡
先
：

　
（
災
害
共
済
事
業
以
外
）

　

０
２
２

−

２
２
１

−

９
２
０
１

　
（
災
害
共
済
事
業
）

　

０
２
２

−

２
２
１

−

９
２
０
３

町
村
会
日
誌

３
月

▼
26
日　
　

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会

事
務
局
長
会
議

	

（
ア
イ
オ
ス
永
田
町
）

４
月

▼
３
日　
　
東
北
町
村
の
振
興
を
考
え
る
会　

	

（
大
河
原
町
）齋
会
長
出
席

▼
11
・
12
日　
都
道
府
県
町
村
会
事
務
局
長　

	

会
議
・
事
務
局
長
研
修
会

	

（
全
国
町
村
会
館
）

▼
16
日　
　
宮
城
県
市
町
村
非
常
勤
消
防

団
員
補
償
報
償
組
合
議
会

	

（
宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
18
・
19
日　

町
村
新
規
採
用
職
員
研
修
会

	

第
１
班（
宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
23
・
24
日　
町
村
新
規
採
用
職
員
研
修
会

　
　
　
　
　
第
２
班(

宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
25
・
26
日　
町
村
新
規
採
用
職
員
研
修
会

　
　
　
　
　
第
３
班(

宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
26
日　
　
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会　

　
　
　
　
　
全
国
町
村
会
理
事
会

　
　
　
　
　
都
道
府
県
町
村
会
長
会

　
　
　
　
　
全
国
町
村
会
政
務

　
　
　
　
　
調
査
会
財
政
委
員
会

	

（
全
国
町
村
会
館
）

	

齋
会
長
出
席



町村通信

20年住むと家と土地がもらえる「地域担い手づ
くり支援住宅」

県産や町産の木材をたっぷり使った開放感あ
る保育所

自宅までお迎え10人乗りの「通院タクシー」
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町
村
会

〒
９
８
０–

０
０
１
１　
仙
台
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❖
県
内
21
の
町
村
か
ら
お
伝
え
し
ま
す

「
小
さ
く
て
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
て

　

七
ヶ
宿
町
は
県
内
で
１
番
人
口
が

少
な
く
高
齢
化
率
が
高
い
町
で
す
が
、

「
住
み
心
地
１
０
０
点
の
ま
ち
」を

モ
ッ
ト
ー
に
小
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

特
に
平
成
27
年
度
か
ら
力
を
入
れ

て
き
た
移
住
施
策
が
少
し
ず
つ
実
を

結
び
、
令
和
５
年
３
月
末
の
人
口
が

１
︐２
３
３
人
、
１
年
後
の
令
和
６
年

３
月
末
は
１
︐
２
２
３
人
と
ほ
ぼ
横

ば
い
に
推
移
し
て
お
り
、
特
に
若
い

世
代
の
移
住
者
が
増
え
て
い
ま
す
。　
　

　

そ
ん
な
中
、
４
月
に
は
町
内
に
１

つ
し
か
な
い
保
育
所
の
建
替
工
事
が

完
了
し
、
木
の
温
も
り
を
た
っ
ぷ
り

と
感
じ
ら
れ
る
新
し
い
保
育
所
が
開

園
し
ま
し
た
。
子
育
て
世
帯
を
対
象

と
し
た
20
年
住
む
と
家
と
土
地
が
譲

渡
さ
れ
る「
地
域
担
い
手
づ
く
り
支
援

住
宅
」も
引
き
続
き
移
住
施
策
の
目
玉

と
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
の
方
の
足
と
な
る「
通

院
タ
ク
シ
ー
」も
４
月
か
ら
始
ま
り
、

70
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
週
に
数
回

ご
自
宅
ま
で
お
迎
え
し
、
宮
城
県
白

石
市
・
大
河
原
町
方
面
と
山
形
県
高
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共 済 事 業 ア レ コ レ

自動車事故にあったときには
自動車を運転していれば、いつ事故に遭うかわかりません。
事故が発生したら以下のような点に注意して焦らずに対処
しましょう。

・けが人・損害の確認と危険防止措置
　けが人がいる場合、速やかに救護し、必要なら救急車を
手配するとともに、事故車を安全な場所に移動させるなど、
路上の危険防止措置を行って下さい。
　その後、損害状況を確認し警察に通報してください。通
報しなかった場合、事故証明書が取得できず対応できない
場合もあります。

・口頭で賠償の約束をしない
　事故の過失割合は過去の判例などを参考に交渉します
が、動いている車同士の事故であればほとんどの場合お互
いに過失が発生します。　　　　
　事故現場で相手への賠償を約束してしまうと、後々の交
渉に差し支える可能性がありますので、ご注意ください。

・事故処理が終わったら
　現場での事故処理が終了したら、休日夜間でも対応可能
な事故受付フリーダイヤルでご連絡ください。受付後は交
渉担当者がお相手との示談に向けた連絡調整にあたらせて
いただきます。

事故受付フリーダイヤル ℡0120-258-459
総務・事業課（共済担当） ℡022-221-9203

　円満な事故解決のため、ご契約者様の適切な初動対応と
迅速な連絡をお願いします。

町村会の予定
  ５５月月　　
　　
14日	 政務委員会幹事会
24日	 行政課題研修Ⅰ
31日	 全国町村会政調幹事会

  ６６月月	
６日	 消防実務・事務研修会
７日	 災害共済事業担当者会議
17日	 宮城県町村会監事会
18日	 全国町村会政調幹事会
	 災害共済事務連絡会議
	 北海道東北六県町村会事務局長会議
19日	 全国自治協会評議員会
	 全国町村会政務調査会
	 全国町村会理事会
	 都道府県町村会長会
	 全国町村職員生活協同組合総代会
25日	 正副会長会議、町村長会議
	 政務委員会	
27日～28日	 北海道東北六県町村会会長会議
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